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香川を“希少糖”の研究及び事業化の世界的拠点に

事業総括

辻阪　好夫

　数十種類ある希少糖の多くは、これまで我々人類が研究対象にすらできなかった単糖であり、まして事業化

という面からは遙か遠い存在でした。それが5年間の知的クラスター創成事業をとおして、そうした夢のバイオ

素材である希少糖の大部分を生産できる基盤が確立できました。今や香川は多種類・高品質の希少糖を生産

できる世界の中で唯一の地域なのです。

　研究素材としての希少糖が供給されることで、希少糖の基礎的性質や生理機能解明に係る研究が世界をリー

ドして先駆的に進みました。その成果は、希少糖を用いて人類の健康や福祉への貢献ができることを確信させ

るものでした。実際こうした研究成果は、食品（特に特定保健用食品）、医薬品、農薬など幅広い分野での用途

開発を目指す事業化研究へと発展しています。

　このように香川地域では、希少糖の研究から事業化に至る基盤の確立が進んできており、新しい糖ライフサ

イエンス研究の国際的拠点として世界の研究者から認められるようになっています。

　現在、希少糖の知的財産の特許化やベンチャー企業の設立なども進みつつあり、夢が一歩一歩現実へと進み

つつあります。

　しかしながら、地域が目指すクラスター形成からすれば、研究成果の事業化や地域産業への広がり、他地域と

の連携等、多くの課題が残っております。

　今後は、これらの課題に対してしっかりと取り組み、希少糖を活用した食品や医薬品など事業化を着実に進め

ることにより、新規糖質バイオ関連産業を創出するクラスターの形成を目指していきます。

事業概要

主な事業成果

夢の糖“希少糖”を用いて新しい糖ライフサイエンスと
糖質バイオ産業を創出する。

　自然界に希（Rare）にしか存在しない単糖である「希少糖」は、Ｄ－プシコースやＤ－アロースをは

じめ約50種類存在します。これらを体系的に生産する戦略「Izumoring」を完成し、全希少糖を生

産できるようになりました。生産した希少糖には、これまで予想すらしていなかった新たな物理化学

的性質や生理機能があることが次々と発見されています。

　希少糖の大量生産技術の確立を受け、その物理化学的性質と生理機能に注目した、新しい「糖ラ

イフサイエンス」と「糖質バイオ産業」の創出を目指しています。

　本地域は、世界で初めて全単糖の生産戦略「Izumoring」を構築し、六炭糖の全希少糖の大量生産シス

テムを開発し、希少糖の生理活性等を明らかにする研究を体系的に展開しています。「Izumoring」によ

る全希少糖を生産できる世界で唯一の地域であり、また、生産した希少糖の理化学的性質と生理機能を

基にした用途開発も世界に先行して進めています。

●希少糖の生産
　でんぷん→ぶどう糖→果糖→そして希少糖の世界へ。その入り口がＤ－プシコースで、さらにＤ－アロー
　ス、アリトールなど次々と希少糖が生産されています。また、Ｄ－プシコースを含む14種類の試薬とケトー
　ス全8種類、糖アルコール全10種類の試薬キットを販売しています。

●食品・甘味料への応用
　希少糖は、「糖」の一種であることから甘みを持ち、さらに、人の健康によい機能が見いだされています。
　血糖値の上昇や脂質の蓄積を抑制して、糖尿病や動脈硬化症、肥満などの改善や予防に役立つ機能を持っ
　ています。こうした新たな機能を持つ食品や甘味料への応用を目指しています。

●医薬への応用
　Ｄ－アロースを中心に、医薬品としての機能が確認されました。抗酸化作用に基づく臓器障害の改善作
　用、癌細胞増殖抑制作用など、新しいタイプの医薬品への応用を目指しています。

●植物への応用
　植物はＤ－プシコースを認識していることが確認されました。単糖が植物に対する生理活性を持つこと
　は、全く予想外の発見でした。農林水産省補助事業への採択による事業の進展もみられ、安全な農薬等
　への応用研究が始まっています。

クラスター構想

機能性食品の第ー候補の
Dｰプシコース

試薬販売を開始したD-プシコース
などの希少糖

虚血障害を有効に保護する
希少糖注射液

希少糖により誘導された
エリシター効果

1.  全希少糖の生産技術を確立：Ｄ-プシコースなど希少糖14種類の試薬の商品化に成功！
　　「Izumoring」を応用して、全希少六炭糖の生産技術を確立しました。また機能解析の
　進んだD-プシコースをはじめとする１４種類の希少糖は、本事業参画企業から「試薬」と
　しての販売を開始しました。

2.  機能性を持つ食品としての応用開発
　　希少糖Ｄ－プシコースの機能性（ノンカロリー、食後血糖の上昇抑制、脂質蓄積抑制効
　果など）を活用した新しい食品（特定保健用食品）の開発が進んでいます。肥満やメタボ
　リックシンドロームを解決する機能性甘味料としての商品化を目指しています。

3.  虚血障害保護作用を有する医薬品の開発
　　希少糖の持つ抗酸化作用により活性酵素により発生する臓器障害が効率よく保護され
　ることが判明しました。さまざまな臓器での有効性の検証が進み、注射液・点滴液として
　の応用開発を目指しています。

4.  環境に優しい植物機能制御剤（エコ農薬）の開発
　　植物に対して希少糖は低濃度で効果を発揮し、植物の生長をコントロールできることが
　判りました。また、植物の抵抗性を高める作用（エリシター）があることも判り、こうした作
　用を利用した人や環境にやさしい新しい農薬等を開発します。
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